
(1)　2 点 P，Q はそれぞれ辺 OA，OB を t:01-t1 に内分する点なので

　　　　PQ=OQ-OP=tb-ta  　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　点 L は辺 BC を s:01-s1  に内分する点なので　OL= 01-s1b+sc  　　　　　　　

　　点 M は辺 AC を s:01-s1  に内分する点なので　OM= 01-s1a+sc 　　　　　　　
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　このとき，4 点 P，Q，L，M はそれぞれ辺 OA，OB，BC，AC の中点なので
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　よって，　　PQ=QL=LM=MP
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　よって　　PQ5PM

　以上より，四角形 PQLM は正方形である。

（証明終わり）
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　したがって， x=-2 のとき極大値 2 ， x=0 のとき極小値  0 をとる。
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(3)　(2) より y=f x0 1 のグラフは右のようになる。
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(1)　複素数  ,   の偏角をそれぞれ  ,   とすると

　　  の偏角は　　 cos=0 ,  sin=1 
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(3)　  ,   を極形式で表すと
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　偏角を比較して，整数 k を用いて
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　これを満たす最小の自然数 n は　　 n=6 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　… p
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